
私たちが大切にしてきたもの

お客様の声に耳を傾け、ものづくりを 通して課題解決を提案しています。
「自分の生活が好きな色彩によって包まれたいと思うのが私たちの念願」だと創業者・高橋義博は考えました。
お客様のもっと自由に彩りたいというその願いを叶えるために研究開発を進めてきました。
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1931〜 1940〜 1950〜 1960〜 1970〜
1980〜 1990〜 2000〜

2010〜

顔料の国産化を目指し創業 技術開発・生産体制が整備され、
国内市場へ浸透 「国産化」の技術を海外市場へ展開 お客様の要望に合わせた

機能性向上の追求
創業者 高橋義博は戦前、顔料の多くを輸入に頼っていたこ
とを憂い、1931年に顔料の国産化を目指し彩華顔料合資会
社を創業しました。顔料はそのままでは使いにくく、顔料
を普及させるためには使いやすい形にしなければならない
と考え、研究開発を始めました。
1944年に同業二社を吸収合併し大日精化工業に改称、現在
のベースができました。

1931
彩華顔料合資会社
として創業

2013
DMカラーメヒカーナS.A. 
de C.V. を設立

2016
亞祿股份有限公司を
子会社化

1938
紺青・黄鉛・染付顔料・
アゾ系顔料の本格生産
開始

1939
彩華色素工業株式会社に
改称

第二次世界大戦後、再スタートを切った当社は「合成樹脂着
色剤」「顔料捺染着色剤」「化・合繊原液着色剤」の研究開発を
戦後計画の３本柱としました。
同業他社は国外の技術導入に積極的であったなか、当社は
国産化と自社開発にこだわりました。
1953年までに3本柱として掲げた技術開発が確立し、1968
年に磐田工場（現東海製造事業所）が完成しました。ここか
ら本格的に国内市場へ浸透していきました。

着色剤の製造方法の発明により、1963年度
全国発明表彰で経団連会長発明賞を受賞

1980年代から1990年代にかけて、日本企業の海外進出が
積極化するなか、そのニーズに応えるため、展開エリアを
拡大していきました。
現在では世界14の国・地域に22営業・生産拠点を持ち、
世界中のお客様の開発ニーズに応える体制を構築してい
ます。

現在はただ色をつけるだけでなく、環境配慮や利便性の向
上など常に新しい技術開発が求められます。
多様化するお客様の要望に合わせ、当社は研究開発・製造
体制を整備し、化学メーカーとしてさらなる成長を目指し
ます。

1944
同業 2 社を吸収合併し、
大日精化工業株式会社に
改称
オフセットインキ事業に参入

1948
塩化ビニル用着色剤を
開発上市、プラスチック用
着色剤事業に参入

1950
ビニルシートインキを開発
上市、グラビアインキ事業
に参入

1953
合成繊維原液着色剤、
織布用捺染着色剤事業に
参入

1955
オレフィン樹脂用着色剤
上市

1967
ウレタン樹脂事業に参入

1969
東京証券取引所市場
第一部に上場

1972
大日精化（香港）有限公司
を設立

1974
台精化学工業股份有限公司
を設立

1977
エスタ・ファインカラー
CORP. を設立

1976
紫外線硬化型コーティング
剤事業に参入
三宝精密化学工業株式会社
を設立

1975
プラスチック用 CCM技術
を発表

1984
ダイカラーイタリー
S.R.L. を設立

1985
天然物由来高分子事業に
参入

1989
イントルサ（現・ダイカラー
ケム EU,S.A.）を M&A
プラロイ MTD B.V. を設立
大日カラー・タイランド
LTD. を設立

1988
ハイテック・カラー INC.
を設立

1994
上海三井複合塑料有限公
司を設立

1995
PT. ハイテック インキ 
インドネシアを設立
東莞大日化工厰有限公司
を設立

1997
大日精化（香港）化工廠有限
公司を設立

2002
大日精化（上海）貿易有限
公司を設立

2003
大日精化（上海）化工有限
公司を設立

2005
上海大日富泉化工有限公
司を設立
大日精化貿易（深圳）有限
公司を設立

2006
大日カラーベトナム
CO.,LTD. を設立

2008
大日カラーインディア・
プライベートLTD. を設立

創業者 高橋義博

当時の本社ビル

第 1 期工事竣工時の
東海製造事業所

1950年頃の東京製造事業所正門付近 大日精化（上海）化工有限公司の外観
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彩りと機能性を持った“素材”を通じての
活躍の場はさまざまな分野に拡大しています。

文具・書籍分野

◦ 印鑑や筆記用具のインキ用顔料
◦ 雑誌や広告、カレンダー用印刷インキ
◦ システム手帳のカバー用着色剤やコーティング剤

例えば、ここに使われています

多くのシステム手帳カバーはプラス
チックでできており、特殊な機能や風
合いを出すために当社コーティング
剤が採用されています。

産業資材分野

◦ 建築塗料用顔料
◦ 化粧合板や床材用印刷インキやコーティング剤
◦ テントや建設資材用着色剤

例えば、ここに使われています

化粧合板に使われるフィルムは色や
長期耐久性だけでなく、顔料の大き
さを均一にコントロールした着色剤が
必要で、ここに当社技術が活かされ
ています。

化粧品・
トイレタリー分野

◦ ファンデーション用材料
◦ スキンケア用品やローション用材料
◦ プラスチック容器用着色剤

例えば、ここに使われています

デザイン性に富んだボトルやフィルム
に使われる着色剤・印刷インキには
高い色再現性と機能性を付与する当
社技術が活かされています。

自動車関連分野

◦ シートなどの内装部材用着色剤やコーティング剤
◦ 塗料用顔料や外装部材用着色剤
◦ ワイヤハーネスなど電気系統部材用着色剤

例えば、ここに使われています

たくさんのプラスチックが使われてい
るこの分野にも、当社製品が採用さ
れています。軽量化からプラスチック
への代替が進むなかで、機能性付与
の研究・開発を進めています。

パッケージ分野

◦ 紙・フィルム用印刷インキ
◦ レトルトパウチ用印刷インキや接着剤
◦ 飲料ボトルのキャップや容器用着色剤

例えば、ここに使われています

食品用途の印刷インキでは印刷イン
キ工業連合会の自主基準のみならず、
お客様のニーズに合わせた安全性の
高い製品を開発・提供しています。

アパレル・
ファッション分野

◦ ウエアラブル製品用樹脂
◦ 化・合成繊維用着色剤
◦ Ｔシャツなどへのプリント材料

例えば、ここに使われています

寒いなかでも強靭性と柔軟性を保つ
ことができる当社ウレタン樹脂は高い
評価を受けています。

情報・電子関連分野

◦ 液晶カラーフィルター用顔料
◦ インクジェットプリンターインキ用顔料
◦ 家電や情報端末の筐体用着色剤

例えば、ここに使われています

スマートフォンやタブレットの液晶画
面保護フィルムに当社のハードコート
剤が採用されています。

私たちはこのビジネスモデルで価値を創造し、提供しています。

私たちが提供する価値

 「彩り」と「アイディアをカタチにする」
化学メーカーです。
大日精化工業は私たちの身のまわりにある「彩り」の素となる顔料と、これを使いやすく加工した
プラスチック用着色剤やインキなど、さまざまな色材加工製品の開発・生産・販売を行っています。
さらに、お客様の要望に合わせた樹脂製品や機能性付与材料でも高い評価をいただいています。
生活空間から産業資材まで、彩りと機能を持った“素材”を通じて、
お客様と社会に貢献していきます。

大日精化工業の製品は
皆様の身近な生活に役立っています。
さまざまな製品の“素材”をつくる当社の名前が一般の方々に直接触れ
ることはありませんが、当社が生み出す製品は皆様の生活を彩るだけで
なく、生活をより便利にする素材としても使われています。
当社製品の適用例をご紹介いたします。

有機無機合成・顔料処理技術
分散・加工技術
樹脂合成技術

コア技術

ファンクションテクノロジー
コア技術を組み合わせ、素材が持つ特性や

機能を活かした製品開発

色彩管理
システム

顔料・
顔料分散体

印刷インキ・
コーティング剤

プラスチック用
着色剤

繊維用着色剤

機能性付与材料

天然物由来
高分子

ウレタン樹脂・
接着剤

お客様からの相談

お客様
との

共同開発

最終製品

お
客
様
で
の
も
の
づ
く
り

■ 既存市場での課題
■ 新分野や新市場参入

での課題
■ 機能付与での課題

■ 幅広いポートフォリ
オとそこから生まれ
た多様な製品

■ 過去の知見を活かし
た技術力、ニーズ対
応力

■ 技術・製造・営業の
一体対応 消費者

● 信頼度（過去の実績）
● 安定感・安心感
● ニッチ分野への対応力

社会貢献

当社へ

バルク製品での対応

当社コア
技術による
新規開発や
カスタマイズ

採用

当社
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